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旧閑谷学校
第２回『漢文（論語）検定』実施要項

漢 文 （ 論 語 ） 検 定 と は 、 論 語 を 中 心 と
し た 漢 文 の 知 識 を 検 定 す る も の で す 。 論
語 は 日 本 の 精 神 と 道 徳 の 形 成 に 現 在 も 影
響 を 与 え 続 け て い ま す 。 そ の 論 語 の 啓 発
と 普 及 を め ざ し て 、 漢 文 (論 語 )検 定 を 実 施
す る こ と に な り ま し た 。 こ こ 旧 閑 谷 学 校 は
儒 学 に も と づ く 士 庶 共 学 、 庶 民 も 含 め た 平
等 の 教 育 を 目 指 し て 、 こ の 地 に 開 か れ ま
し た 。 その 意味 で も 、 こ の 漢文 検 定 (論 語 )
を 、 旧 閑 谷 学 校 で 実 施 す る こ と は と て も 意
義があ る と 考 え てい ま す。

１ 実 施 日 時 平 成 ２ ９ 年 １ 月 ２ １ 日 （ 土 ） １ ０ ： ０ ０ ～

２ 試 験 会 場 岡 山 県 青 少 年 教 育 セ ン タ ー 閑 谷 学 校

３ 使 用 テ キ ス ト 「 湯 島 聖 堂 漢 文 （ 論 語 ・ 漢 詩 ） 寺 子 屋 編 テ キ ス ト 」
＊ テ キ ス ト は 青 少 年 教 育 セ ン タ ー 閑 谷 学 校 で ５ ０ ０ 円 で 販 売 し て い ま す 。

４ 出 題 内 容 及 び 試 験 の 形 態
（ １ ） ３ 級 （ 論 語 初 級 ） 検 定 料 ５ ０ ０ 円

出 題 範 囲 寺 子 屋 編 テ キ ス ト の 初 級 10篇
試 験 形 態 指 定 さ れ た 章 句 の を 朗 誦

（ ２ ） ２ 級 （ 論 語 中 級 ） 検 定 料 ７ ０ ０ 円
出 題 範 囲 寺 子 屋 編 テ キ ス ト の 初 級 ・ 中 級 の 20篇
試 験 形 態 筆 記 試 験 （ 空 欄 補 充 と 選 択 問 題 ）、 指 定 さ れ た 章 句 の 朗 誦

（ ３ ） １ 級 （ 論 語 上 級 ） 検 定 料 ９ ０ ０ 円
出 題 範 囲 寺 子 屋 編 テ キ ス ト 全 編 40篇
試 験 形 態 筆 記 試 験 テ キ ス ト の 読 み ・ 意 味 の 理 解

５ 申 し 込 み
第 ２ 回 平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 １ ８ 日 ～ 平 成 ２ ９ 年 １ 月 １ ３ 日

６ お 問 い 合 わ せ ・ 受 験 申 し 込 み ・ テ キ ス ト 購 入
公 益 財 団 法 人 特 別 史 跡 旧 閑 谷 学 校 顕 彰 保 存 会 事 務 局
〒 ７ ０ ５ － ０ ０ ３ ６ 備 前 市 閑 谷 ７ ８ ４
電 話 ０ ８ ６ ９ － ６ ７ － ９ ９ ０ ０ FAX０ ８ ６ ９ － ６ ７ － １ ６ ４ ５

７ 平 成 ２ ８ 年 度 漢 文 （ 論 語 ） 検 定 に つ い て 年 間 2回 実 施 し ま す 。

第 １ 回 平 成 ２ ８ 年 11月 ３ 日 （ 木 ）
第 ２ 回 平 成 ２ ９ 年 １ 月 21日 （ 土 ）
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漢 文 検 定 ～ 寺 子 屋 編 ～ 申 込 書 （ 個 人 ・ 団 体 ） ※ 個人，団体どち らかに○

所 属 団 体 （ 学 校 等 ） 名

ご 住 所 〒

電 話 番 号

FAX番 号

ご 担 当 者 様（ 個 人 は 不 要）

メ ー ル ア ド レ ス

テ キ ス ト 購 入 冊 数 冊

受 験 さ れ る 級 に ○ を 付 け て 下 さ い 。（ 用 紙 1枚 に 付 き １ つ ）

〈 寺 子 屋 編 〉

論 語 初 級 論 語 中 級 論 語 上 級

※ 申 し 込 み 用 紙 １ 枚 に 付 き １ つ の 級 の 申 し 込 み と な り ま す 。 複 数 の 級 の
受 験 を ご 希 望 の 場 合 は 申 込 書 も 同 じ 枚 数 必 要 と な り ま す の で ご 注 意 く だ
さ い 。

№ 性 別 年 齢 合 否 判 定
氏 名 ○ を つ け る

し めい

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

※ 10名 を 超 え る 場 合 は コ ピ ー し て お 送 り く だ さ い 。
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